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令和７年度 １２月実施の学校評価（保護者）の結果のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【考察】 

前回の調査結果（７月）と比べると、全体的に肯定的な意見の割合が増加したが、「学力」と「生活習慣」に

関する項目が減少という結果となった。 

    特に、項目１「本校は子どもたちの学力を伸ばそうと努力している。」では、前回から引き続き、肯定的な意見

が減少という結果となった。学校評価（児童用）においては、９５％以上の児童が「授業がわかりやすい」と肯定

的に捉えている。この事から先生方の日常的な授業について、児童から一定の評価が得られていると考えられ

るが、保護者の皆様からは、満足いただいていない現状を踏まえ、今後も職員一同、学力向上に向けた取り組

みを継続的に行っていく。その上で、他にどのような取り組みができるのかについては、校内でも検討していく。

ただ、前回結果の際もお伝えした通り、宿題や個別指導などを単純に増やすことは、家庭や児童への負担増と

なる。そのため、宿題の質や量については、各学級担任が受け持つ児童の状況を勘案しながら、適宜対応して

いく。 

「生活習慣」については、学校評価（児童用）においても減少という結果となった。学校としては、引き続き、

「生活リズム週間」の設定や指導などを適宜行っていく。各家庭においても児童が好ましい生活習慣を身につ

けられるよう取り組んで頂きたい。 

最後に、「いじめ問題」や「学校安全」については、引き続き、組織的な対応を強め、積極的な取り組みに努め

ていく。その中で最近、特に学校側として、非常に危機感を持っていることは、スマホのルール遵守である。市内

の小中学校においても喫緊の課題となっており、児童の SNS 利用による被害や加害が頻発している現状であ

る。この類の事案は、日常的に個人の端末を確認することができない学校側だけでは、未然に防いだり、発見し

たりすることが難しい。そのため、各ご家庭において、日頃からお子様のスマホの使い方、SNS での発言などの

確認や声かけをお願いしたい。デジタルタトゥーが残るような事態にならないためにも、保護者の皆様のご理解

とご協力を切にお願いしたい。 


